






















































































































































































正答率
(前年)

47.3

(54.2)

47.7

(48.7)

47.0

(41.2)

学
習
状
況

心
身
の
健
康

志
教
育

○授業改善の推進　○家庭学習時間の確保　○志教育の充実　○家庭と学校との連携
○教員の資質向上　○継続的な調査研究

○ 人が困っている時は進んで助けようとする生徒，人の役に立つ人間になりたいと思っ
　ている生徒の割合は８～９割。
○ 一方で，ボランティア活動や地域の活動に進んで参加している生徒の割合は３割弱。
○ 自分の適性が分かっている生徒，働くことの意義を理解している生徒，自分の役割に
　責任を持って行動している生徒は、７～８割，いずれも昨年度よりも増加。

○ 生活習慣・体調管理・食生活については、食欲もあり体調もよいと回答している生徒
　の割合は７割～９割と高く概ね良好であるが、１・２年生ともに昨年度より低下して
　いることに注意が必要。
○ 学校生活については、充実感や満足感を感じる生徒の割合は８割。
○ 勉強に集中できている生徒は約半数、できていない生徒の割合が，１・２年生とも昨
　年度より増加。

 ⇒ 得手不得手の二極化拡大：具体的な言語の使用場面を提示しながら，言語
　活動と効果的に関連付けて定着を図るなどの工夫が必要

７　今後の取組 →【概要版 p13】

１　目的

３　調査対象

４　実施期間

・学力状況（国語，数学，英語：一部選択問題（基礎基本・発展応用））　　対象：２学年
・学習状況、心身の健康状況・「志教育」に係る意識の変化　　対象 ：１・２学年

○基本的な表現は身に付いているが，要点や概要を把握する力に課題

５　学力状況調査結果の主な特徴（２学年）→【概要版 p2～3】

国語  ⇒ 正答率はやや低下：様々な表現に慣れさせる機会を増やし、言語知識を活
　用することで思考力・表現力を向上させるなどの工夫が必要

公立(県立，仙台市立，石巻市立)高校1年生約15,200人，2年生約15,000人

 ⇒ 得手不得手の二極化拡大：知識や技能を反復して活用し体系的な理解を深
　めたり、論理的に課題を解決する姿勢を身につけさせるなどの工夫が必要

平成２５年度公立高等学校「みやぎ学力状況調査」について

数学

２  調査項目

○基礎・基本は定着，叙述に即して内容を的確に読み取る力に課題

６　意識調査結果の主な特徴（１・２学年）→【概要版 p4～12】

○ 大学や短大への進学希望は微増，震災前の水準に回復。未定は１年時から半減。
○ 授業が概ね理解できる生徒の割合は増加、２年時の家庭での学習時間は大幅に減少。
○ 家庭学習の悩みは「集中できない」が最も多く、長続きしないと合わせると約半数。
○ 「ゲームやインターネット」，「電話やメール」の割合が増加。
○ 平日２～３時間の家庭学習時間を確保すること，宿題や小テストの頻度を上げること
　が，学習内容の定着につながっている。
○ 朝食をきちんと食べる生徒が１年時比で減少。

○基礎・基本は定着，条件を選択したり組み合せたりして思考する力に課題

生徒の学習状況等に係る意識調査を実施し，各学校における学習指導及び進路
指導の改善に役立てる。

平成２５年７月４日（木）～７月１２日（金）

英語

課長報告（２） 
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